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例 言

1 本害は、東大阪市教育委員会が昭和55年度に国庫ならびに府費の補助を受け、発掘調査を

実施した馬場川遺跡・上六万寺遺跡・山畑66号墳の調査報告苫である。

2 馬場川遺跡の調査は、宅地造成・分譲住宅建設に先立って、昭和55年10月23日～11月5日

までの間に実施したもので、東大阪市教育委員会文化財課主任原田修が担当し、同課勝田

邦夫が補助した。凋査の実施にあたっては、大阪府教育委員会文化財保護課、技師松岡良

憲氏の協力を受けた。出土遺物の整理・原稿執筆については、大野 薫（大阪府教育委員

会文化財保護諌技師） •水野昌光両氏の格別なご協力を受けた。

3 上六万寺遺跡は、これまで幸殿遺跡と呼んでいた遺跡であり、今回の調査は、共同住宅建

設に先立ち、昭和55年8月1日～ 8月24日までの間に実施したもので、文化財課勝田邦夫

が担当した。以後、遺跡名を変更するものである。

4 山畑66号墳の調査は、採石工事に伴って昭和55年8月1日～8月13日までの間に実施した

もので、文化財課芋本隆裕が担当した。

5 本書の執筆は、馬場川遺跡の遺物をのぞいて、各々の担当者が行った。また、上六万寺遺

跡・山畑66号墳の遺物写真については、特に落合信生氏の手をわずらわせた。

6 調査の実施にあたっては、次の方々の格別なるご配慮・ご協力を得た。ここに明記しお礼

申し上げる次第である。

日昭興産株式会社・株式会社富士住建・池田建築設計事務所（馬場川遺跡）

．村木良己氏・西川修身建築設計事務所（上六万寺遺跡）

出口 弘氏（山畑66号墳）
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第 1章調査の経過

1 馬場川遺跡 昭和55年6月末、柚小路町4丁目417番地の工場跡地において、宅地造成

・分浪住宅建設の届出があり、 試掘調査及び協議を経て、約500面の区

域について発掘調査を実施した。今回の曲査地点は、昭和44年度にエ楊建設に伴って敷地の一

部（約800m2)について緊急の調森を実施した所で、当時の調壺では、 ）刈辺部が縄文時代後期

末～晩jI}］前半にかけた頃の集俗中心部に近い状況をホすかのように、 おびただしい晩Jり土賂

（滋賀里式） ・右沿・土製品などの逍物が石糾炉跡・埋め甕・米掘り炉跡・住居跡などの追構

に伴って出土した地点のすぐ南側に接する区域にあたろ。このため、敷地全体（約4000対）に

ついて試掘を行った上で、支障の多い区域について過年度濶査を補足する形で発掘調査を実施

した。今回の淵査は、馬場川逍跡（中期末～晩期）の中心部であるが、工場建設によりその跡

一第1図周辺遺跡分布図
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調査の経過

地が相当撹乱を受けていた割には、撹乱層直下には削平をまぬがれて多量の晩期土器・石器等

を含む遺物包含闇が10~20cmの厚さで遺存している状況であったので、 10月23日～11月5日ま

で間、謁査を行った。調査の結果は、第2章で記す通りであるが、縄文時代晩期のピット群・

焼粘土遺構・住居跡に伴って、各種粗製・精製土器、土製品・石器・玉類等を検出し、また全

ぱんにイノシン・シカの骨が相当出土し、作業場周辺の状況を示していた。

2 上六万寺遺跡 昭和55年7月、本遺跡の南端近くにあたる上六万寺町1412番地ー1の

土地について、土地売買の上、共同住宅を建設したい旨の届出があっ

た。上六万寺遺跡については、これまでの調査で、弥生時代後期の良好な土器資料が得られて

はいるものの、遺跡の範囲あるいは性格についてあまり把握できていなかったこともあり、 7

月22日、約600面を設ljる敷地について2ケ所の試掘調査を行った。

敷地は、エ堀跡地であったため、相当撹乱を受け、造物包含層も一部破壊された状況であっ

たが、試掘の結果、谷筋（長門川）に近い本調査地点にも地表下約60cmの所に、大型弥生土器

片を豊富に含む遺物包含層を検出した。このため、協議を経て建物の建設予定部約 150m汀こつ

いて 8月1日～8月24日までの間、発掘調査を実施した。

調査した結果、中世の溝、弥生時代後期の竪穴住居跡を検出した。弥生後期の住居跡は、東

大阪市内では 8例目であり、上部が削平されていて逍存状態が悪かったが集落や当時の社会を

考える上での良好な資料となった。

3 山畑66号墳 昭和55年4月、生駒山麓に位置する山畑古墳群内にあたる上四条町2033

番地の一画で行われていた採石作業中、石室の一部らしいものが発見さ

れた。このため、土地所有者に一時工事の中止と調査の実施について協力を求め、 8月11:::l～ 

13日にかけて発掘調査を実施した。

この結果、追存状況はよくなかったが、周辺に分布する横穴式石室をもつもので、埋葬当時

の状況がかろうじて残されていたことから、山畑古墳群の最終末期に築造された古坑0)1つで

あることが知られた。
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第 2章 馬場川遺跡の調壺

1 遺跡の概要

馬場川追跡は、縄文時代中期末～晩期に続き、以後弥生時代後期～古墳時代の中葉にかけて

生活が行われた抹洛追跡である。追跡は、畿内にとどまらず西日本でも著名な縄文時代集落跡

の1つであり、一方では弥生時代後期のまとまった土器群が知られる遺跡として著名である。

馬場川遺跡は、縄文時代においては、当時山麓までせまっていたと見られる河内湾～潟にそ

って辿なる細文時代後半期を中心とする媒洛跡の 1つであるが、本造跡の場合、他の遺跡群と

異なり、主として後期末～晩期前半を集浴の盛Jりとしている。

退跡は、康大阪市の東南端近く、生駒山地に刻まれた横小路谷（箕後川） 0）谷口に形成され

た扇状地の末瑞に近い椋高約15m~25mの所に立地している。その範囲は、これまでの調査に

より、東四約300m、南北250mにも及び、西半近くに中期末～後期末（馬場川0式・中津式並

行・堀之内 II式並行・宮滝式）の良好な包盆｝凶があり、中心部～東端近くまで晩期の滋四里式

A・・・・・・・・ 9 ●, • 昭和42年遺物採艇地

B ・ D……昭和43年度調在

E ~ L, ••• 昭和44年度調杏

N ~ S.. . . し •昭和45年度調虻

D1 • U ..•昭和49年度調在

0 ・ T • …•• 昭和50年度潤虻

亡

A
 

ロ・
u
 

4(） 80 120m 可戸戸図
第2図馬均川遺跡調査地点図
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馬場川遺跡の謁査

を中心（大洞式・安行皿 a式並行含）とした多益の土器を含む包含層と遺構が広がっている。

また、追跡各所には、のちの弥生時代後期～古墳時代の遺構・追物が散在している。

この中で縄文IIも代晩期の集浴の中心は、今回の識査区域を合む尚辺部で、 昭和44年に行った

北側敷地の調査 (F~L地点）では、 その東半部に多凪の深鉢・浅鉢・注口土器の他各種の上

偶・土製勾玉． h史玉製勾玉•石刀•石松·閣石・石皿などの多量の追物群が石組炉跡・埋め甕

・住居跡に伴って出土した。昭和45年に行った東側敷地 (S地点）の調査でも住居跡と床直iを

穿ってつくられた頭骨を残す土り災器を検出し、梨落の中心部であった状況をしめしていた。

今回の謁査は、

等を検出した。

その南に接する区域で、昭和44年の乱如症では検出し得なかった多くのビット
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馬場川遺跡の調査
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19.0m 

可--―-7
1 攪乱土 4 黒褐色砂質土
2 黄褐色土 5 黒褐色粘質土（鉄分含）
3 黒褐色土 6 茶褐色中粗砂層（地山）

7 淡黄灰色粘質細砂層（地山）

第4図 晶査区南北巫断面図

~
 

~
 
18.0m 

2 層序

今回の調査地は、エ揚跡地であったため、耕土及び第 2附黄掲色土の大半は撹乱削平を受け

ていたが、この脳直下には幽査区西半部にかけて第 3)Iri黒横色土が西に向って址積し、弥生時

代後期の土器を含んでいた。こ 0)）凶は、下部第 4)凶の流失2次叶体'i)1，りである。第 4)凶黒中島色砂

質土は、謁査区中央付近を中心に多且0)晩期縄文土器・石器を含み（）厚さ10~15cm)、 この）凶

での土器群は大型破片を合んで、廃菜された状態に近かった。第 5)凶黒掲色粘四土は、』月査I公

北半で地山となる第 7)釦炎黄灰色粘質細砂脳がII!J:JI}」を少し迎れて堆柏した（後期末）第 6)凶茶

福色中粗砂粕と共に地山となるため、北半ではやや粘質土、南半では第 4)日に近い）性で、共に

地山上で検出したヒ゜ット群を埋めるように址積している。幽査区中央で、地山血椋裔約18.4m

を測り、束端より西端は、一75cm険斜している。

3 遺構

今回の涸査によって、弥生時代の遺構として後期の土吸1と井戸状逍構1を検出した。井戸

状逍構は、昭和49年のU地点で検出された例に近く、，J朋査区四端で第 4・ 5 Ji~i を掘り込み、第

6)歯0)粗砂脳（湧水）凶）に達するも())で、叫経約3.0m、深さ1.2mを測る。断i瓜は、 U字形を

呈し、細い溝が洒へ折れまがり続いていたものとみられる。追構の南半は、近世以降の溜池築

造により斜めに切断を受けている。追構上）凶及び周辺部から後期土器群を検出した（第6

図）。

細文時代の追構として、調査区全般にわたり、第 6)性を掘り込んだビット多数を検出した。

これらは、調祉区中央に梨中し、多数0)晩Jリ」土恭片が集中した範曲に対応するも 0)で、これら

は共に東北方からこの調祉区へ続いている状態を示している。東端ヒ゜ット群の直端近くには、

土器の/J台土と同じ質())粘土を敷き焼成を受けた直経約70cmの焼粘土辿構がやや盛り上った状態

にあり、中央ビット群西南端にも比蚊的のこりのよい同様の設備があった。共に土器あるいは

- 5 -
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馬場川遺跡の調査

食肉等を焼くためのものであったとみられる。これらは北方縄手遺跡で後期前半の遺構として

数例検出している。 ビット群は、 大小さまざまで不整形であるが、深さ10~20cmのものが多

く、とくに中央ピット群南端のP2・P6には、上面がやや磨滅した作業台とみられる大型の

石が据えられPl9)封辺にはサヌカイト剥片が顕著であった。また、中央部～西南部ヒ゜ットその

尚辺部にかけて、イノシン・シカの下顎骨を中心とした骨が散乱していた。また、土器群の広

がりの中で、石維・剥片石器•石枠片•石刀片・打製板状石器のほか土偶などの遺物が多く含

まれていた。 さらに、 中央部南端で、深さ約10cmの小ヒ゜ットが径1~l.4mのダ円形に検出

した。西端部北側に南辺4.6m、深さ約 5~10cmの竪穴式住居跡の一部とみられる遺構を検出

している。内部から石枠片を検出した。

逍構の状況及び第 4)凶． 5）凶ともに晩期前半の土器を含んでいることと合せて二時期以上の

ピットが重複しているものと昆られるが、中央付近のものは、大半が古い段階のものとみられ

集裕内の一種の作業楊ないしは炊事堀的な場所であったとみられる。 （原 田 條）

4 遺物

1. 土器

今回の調査で出土した土器類はコンテナ約100箱を数える。その内訳は、縄文土器約70彩、

弥生土器約30％で、その他の土器はコンテナ 1・ 2箱にすぎない。土器の整理は現在も進行中

であり、いまだ報告しうる段階ではないが、一部についてとりあえずその概要を辿べておきた

い。（図版10~13、第 6図）

(1) 弥生土器

弥生土器については、調査区西端の井戸状遺構上部及び周辺より出土したもので、今回報告

できる個体数がわずかであるため分類等はせず、個々の特徴を辿べることで報告にかえたい。

（第 6図）

(1 ・ 2)は「く」の字形に屈曲する口縁部を持つカメで、（ 1)は頸部外面にユビオサエが

みられ、口縁部内外由ともョコナデを施す。 (2)は体部に右上りのややあらいタタキがあり、

口縁部外面にもヨコナデによって消えきらなかったタクキの痕跡が認められる。また体部内面

はュビオサエとハケメがみられる。

(3 ・ 4) はツボの口縁部で、 大きく外反し横にのびる LJ縁部端面を下にのばしてその外面

に沈線をめぐらし、さらに竹着による刺突のある円形浮文をはりつけている。

(5 ~11) は底部で、 タクキのみられるもの (8・ 11)、 ミガキで仕上げるもの (5.

10)、ユビオサエのあるもの(7)などがある。また (5・7・10)は皿底、 (6 ・ 8 ・ 9 ・ 11) 

は平底となっている。 (6)はいわゆる「こしき」で底部中央に焼成前の穿孔がある。

(12 ・ 13) は高杯0)脚部で、縦方向のていねいなヘラミガキを施すもの(12)は円形阻方返し
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をもつ。 (13)は内面にしぼりめがみられる。

(2) 縄文土僻

縄文上器は晩期のものが人部分を占め、 それ以外には後期の土器が若干みられる程度であ

る。とりあえず器形によって分類したが、将来、格理が進んだ設階で、分類も含めて再度報告

する版会を持ちたい。

縄文土器には深鉢・甕．汲鉢．鉢・椀等がある。（図版7・ 8、10~13)

A
 
深鉢

I類 (35・ 36)外反する波状口緑を布する土器で、 ヘラ状工具などによる又様を持つもの。

(35)は波頂部から口緑部に平行に 2本の沈線をいれ、 (36)にはやや大きな円形の刺突がみら

れる。

i 
JI類 (38・ 40)外反する口緑部と内蛮する休部の校合に段をつくるもの。口緑部外血はナデ

で仕上げ、休部外面には二枚具による曲整のみられるもの(38)、ナデのみられるもの (40)が

ある。

ll1類 (7・ 10 ・ 43~46) 体部と 1コ縁部との区別のないもの。口頸部はほぼ虹立する。外画

- 8 -



馬場川遺跡の調査

は在貝で調賂するもの (44・ 45)、二枚貝で調格するもの (43)、ナデで仕上げるもの (46)が

ある。 (7)は小さな突起を口縁部上の四分点に配し、ケズリのあとナデで仕上げる。 (10)は

丸底の底部からごく弱く外反気味に上にのびる体部・ロ緑部をもつ。外面はナデを施し、内面

にはユビオサエがみられる。

B 甕

I類 (29・ 32 ・ 41) 休部からなめらかに外反する口緑部をもつもの。外面に二枚貝調整を

施すもの (29)、条痕のあとナデるもの (32)、ナデのもの (41)がみられる。

II類 (6) 上端部がすぼみ気味になる体部から折れ曲がるように外反する口緑部をもつ。

波状口緑をなし波頂部は 3ケ所あって、波頂部上端中央が凹む。口縁部は内外面ともナデ、体

部外面は上から下へのケズリがみられる。

IIぼnc 1 ~ 3 • 31. 33. 42) 長胴の体部からゆるやかに屈曲して外反する口緑部をもち、
口縁部径が肩部径と同等か大きいもの。口縁部を横方向に二枚貝幽賂するもの (1~ 3 ・ 33) 

が多いが、 ナデるもの (31・ 42)もある。イ本部は横もしくは斜方向の二枚貝識格を施すもの

(1 ・ 31)、原体不明のケズリ (3)、などがみられる。

IV類 (4, 5 ・ 30) 胴のはる体部から屈曲して外反する口緑部をもつもの。口縁部は短

く、休部は径が大きく莉さが比較的小さい。体部外面はナデで仕上げるもの (4・ 5)、条痕

のみられるもの (30)がある。

V頼 (8・ 9) 直立もしくは外へ開き気味の体部に外反する口縁部がつくもの。胴部最大

径は「I緑部との接合部にある。「l縁部は柚方向の二枚貝調整を施し、体部は二枚貝謁整のもの

(8) と下から上へのケズリがみられるもの (9)がある。

C 浅鉢

I類 (14・ 60) 口緑部は短く外反し、たちあがって内側にふくらむもの。府部は小さくは

りだし稜をなす。内外而ともミガキで仕上げる。

Il類(15) 口緑部は内弯しつつ外に開き、波状口緑をなすもの。体部は口縁部から一旦屈曲

して大きく内弯する。内外面ともミガキを施す。

I11類 (16~19 ・ 54 ・ 55 ・ 57~59) 口縁部は大きく外反し、端部は屈曲して肛立する。口縁

拙部外面に沈線をめぐらすもの (17・ 19 ・ 59)がある。同部は明確な稜をなし、内弯して底部

に至る。 内外而ともミガキでていねいに仕上げる。 (16)は口緑部の屈北するところを若干ふ

くらませて、まるい刻目をいれている。

IV類(56) 口緑部は外反しつつ上にのび、明確な稜をなして内弯し底部に至るもの。ミガキ

で仕上げ、沈線をいれる。

D 鉢

丸底の底部から内弯しつつ口緑部に至るもの。端部は丸くおさめる。浅めの皿状のもの (11

~13)と深めのもの (50)がある。

-9-



馬場川遺跡の調査

E 椀 (48・ 49 ・ 51~53) 

口緑部とイ本部の区別がなく、底部から内弯しつつ上にのび、口緑部は内傾し胴部最大径より

小さいもの。口緑部に平行する沈線をいれ、内外面ともミガキで仕上げる。

F 底部 (20~28)

すべて凹底で、ケズリのもの (20・ 22 ・ 24~26 ・ 28)、ナデ (23・ 27) がある。

以上に述べた土器はいずれも晩期のものであり、磁賀里遺跡の編年に従えば ll 式• I11式に相

当するものと言えよう。若干古い要索をもつもの (15) もあるが、これも滋賀里II式の中で考

えてよいものであろう。 （大野 薫）

2. 石器

河内地方において、細文時代の好資料の少ない現在、馬場川遺跡は、縄文時代晩期のまとま

った資料を提供してくれる遺跡として知られている。その意味からも、整理作棠の途中ではあ

るが毀料紹介として若干報告するものであり、それぞれの点数等についても更に整理作業が進

めば訂正される。今回検出した石製品は石核9点、石鉄106点、石刀 5点、石棒2点、横刃型

石器4点、凹石11点、朋石15点、石錘6点、ヒ゜エス・エキスーユ19点、小型磨製石斧 1点、大

形蛤刃石斧2点、円盤状掻盛2点、その他多量の調整石器である。以下、おもな器種について

紹介する。（図版14~18)

石鏃（図版 9)

石縦は106点確認しているが、今後の幣理によって更に数量の増加が予想される。基部の形

状によって分類すると、無茎凹甚56点、無茎平基29点、無茎円括8点、無茎尖基2点で、有茎

のものは確認されていない。緑辺は直線を呈するものが大半であるが、やや外反するもの、明

確な肩部を有する、所謂、五角形銑も 6点みられる。五角形鏃は無茎凹基4点、無茎平基2点

である。法品は、長さl.5~2.5cm、菫さ0.8~2.2gに収約され、総じて小型の石雛と言えよう。

調整石器（図版14)

ここでは一応、リタッチの見られる剥片を調整石器としておく。これは、石器製作者の無作

為な素材選択と瞬時的な使用により、その形状は器形整形が施されないため、剥片自体の形状

に遠元されまちまちであり、またリタッチも単純なものが多く、その数量も多い、いわゆる不

定形刃器と呼称されるものがこれに相当する。これらの石器はそのほとんどが一側線のみにリ

タッチが見られ、大きさ、形状はバラエティに富む。

縁辺の剥り痕を2次識整と見るか、又硬い材質の加工物に対して使用されたことによる剥落

と見るかは判定しがたいが、素材の形状がまちまちであること、数量の多いことなどからして

調整というより、瞬時における使用、廃棄といった性質を有するものと見なし、後者の見解を

とっておく。

-10 -
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馬場 川 遺跡の 調 査

ピエス・エスキーユ及びその素材（図版15)

ビエス・エスキーユはその索材3点を合めて、 19点出土している。ほぼ原形を保っているも

のは 8点であり、残りの 8点は欠狽品である。緑辺の細かな階役状剥りが顧芳であり、四緑辺

全てに謡賂を施したもの 1点、 3緑辺にわたるもの 1点、 2緑辺のもの16点である。なお、緑

辺は直線を窓図したものと思われる。又、 1個休における裁断而の数は、四緑辺全てを裁断し

たもの 1点、両側緑を裁断したもの 2点、残りの13点は 1回の裁断のみ施されている。栽断而

は、ネガティヴ面であるものが圧倒的であるが、ボジティヴ面であるものが 2点見られろ。こ

の2点（図版15-2,4)は素材から切り格とされた側のものであり、繰辺は他のヒ゜エス・エス

キーユと同様に階段状剥り、ならびに擦消痕が見られる。

次に、使用痕であるが、階段状刺りが施された部分の擦梢痕が罰著である。図版15-1は裁

断而を正面穴緑に有するものであるが、四紋全てにわたって階段状剥りが見られ、それらの稜

線は使用により擦消されている。特に裁断面の稜線の損消が激しく、裁断が機能面作出を想定

したものと考えられろ。大きさけ長軸2cm未満のものから 5cmを起えるものまでである。全体

の形状は上緑（裁断方向）が、下緑よりやや長い台形を呈するものが多い。

横刃型石器（図版16)

7点出土していろ。 4点はサヌカイト製である。この石器は比較的横長のハク片の長い緑辺

にリクッチを加えるか或いはそのままで刃部を形成するもので打製石包丁と呼ばれるものがこ

れに相当する。直刃のものが 5点で残りの 2点は外反する円刃である。刃部調整は表裏からな

されており両刃を形成していろ。困形成形は顕著ではないが、折り取りによるものと思われる

痕跡もあり、最終的には半月形を想定していたものと思われる。

使用痕はサヌカイト製のものは、硬い材質を対象としたらしく払lj溶が見られるが、他の 3点は

附痕、擦痕といった使用痕が観察される。したがって両者を同一機能として把握すべきかにつ

いては若干の問題も残るが、ここでは全体形状と刃部形状によって同一器種としておく。

石核（図版17)

石核は 9点出土している。塊状のものから篇平なものまで、その形状で、大きさは一様でな

い。原面打而、又は 1~2回の剥りによって作出された打而を有するものが主であるが、図版

17-6のように、細かな階段状俵l]りによる打而閾格を施すもの、あるいは 3回以上の剥り＝い

わゆる多面打而石核も散見される。剥片剥り工程における企両性の有無は、個体数の少なさも

あり、種々の打而の存在からも、想定しがたいが、前出の石核のように、縁辺各所において打

面謡整→剥片剥り→打面調賂という工程を推測させうるものもある。今回、検出された石核に

ついて作出される刺片は総じて小型のものである。

石刀（図版18)

序製石刀 5点、石刀未製品 3点、出土している。図版18-2は、いわゆる内弯刀のものであ

り、刃部側に一段の段をつけるが、峰を丸く研附している。表哀面とも 5mm程度の条痕が長軸
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馬場川追跡の調査

に匝行し辿続的に見られる。石刀未製品は 2点である。図版18-1は、数回の剥りによって、

索材を作出し、さらに刃部に階段状剥離を施して器形を整えている。胴部又は刃部に細かな敲

打痕が見られ、特に正而中央は敲打した而を研肝している。先端部は裁断されている。従って

これら石刀未製品は、細かな敲打によって刃身を整え、最終的には研隊し朋製石刀にされるも

のと思われる。

石錘（図版15)

石錘は 6点出土した。 1点はサヌカイトの庖石を転用したものであり、砂岩展の扁平な石を

利用したもの 4点と、大型の円礫のもの 1点である。いづれも表哀而から両極を 1回ないし 2

回ほどの打限を加えて機能部を作出している。形状は、円形のサヌカイト製l点、ダ円形のも

の1点、砂岩質のものは形状のバラエティに富んでいるが、総じて菱形を想定していたものと

思われる。

凹石

門石は11点出土している。うち 9点がP]礫、もしくはそれを半割したものを用い、その表面

側緑に敲打痕が残っている。敲打痕観察により、その敲打主休の敲打部分は長さ15~20mm、巾

1 ~ 2 mm程度の扁平なものと、庫径 5mm程此の円柱状のものの 2種類が推定される。前者によ

るものは近畿地方縄文後晩期特有の、主軸線よりやや角製をつけて敲打される凹石である。又

円礫を用いたものはそのほとんどが、表面に陪痕、緑辺に敲打痕を残しており、磨石・敲石と

しての併用が想定できる。 10点が表哀ともに敲打され凹みを残している。

磨石

磨石は凹石と共用するものが多いため、単独の磨石は 4点である。うち 1点は比較的大形の

円礫が半割されたものであるが、他のものはいづれも小形の円礫で、全面にわたって研磨痕が

見られる。 （松岡良憲水野昌光）

3．土偶（表紙カット）

縄文晩期土器と同じ胎土で、 KT:娠した女性像を抽象的かつ簡潔に表現している。 頭部及び

左手は欠損し乳部は剥落しているが、高さ11.8cm、厚さ約 2CJIJ、両手部巾9.5cm、脇部3.6cm、

腹部6.7cmを測る。腹部は約 1cm程ふくらませているが、哀面は全体を約 5mm内へ且lめている。

脚は短く、両側から尻の部分に細い＾状の線刻をつけ、脚間には径2.5DlllJの小孔をあけている。

（原田）

参考文献

1 東大阪市埋蔵文化財包蔵地澗査概報 4 「馬場川遺跡I」1970

2 東大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概校 6 「馬場川逍跡II」1971

3 東大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概報 14 「馬場川遺跡rn」1975
4 束大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概報 16 「馬場川遺跡w」1976
5 東大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概粍 17 「馬場川遺跡V」1977
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第3章上六万寺（幸殿）遺跡の調査

1. 遺跡の概要

上六万寺遺跡は、上六万寺町1957番地において昭和40年頃住宅建設に伴う幽礎工：1i中に弥生

土器が出土し、また周辺部にも弥生～古培時代の土路が散布していることから周知されるよう

になってきた。昭和46年度には文化財保存事業として埋蔵文化財包蔵地の現状調査を実施し、

過去の逍物・追構の地点を中心に遣跡の範囲が設定されたの。それによればl「1地名（字名）を

とって幸殿遺跡とし、その範囲は上六万寺町1394~1420、1903~1970番地とされた。

昭和48年には、個人の宅地造成に伴う試掘諷査を上六万寺町1973番地において実施したの。

この結果、中1せの溝•石組井戸等の遺構、弥生土煕•土師器・須恵器・陶磁器・砥石・鉄釘な

どの遺物が多景に出土した。特に、第3トレンチを中心に出土した弥生土器は二次jit矛式によろ

ものではあったが後期の一括資料として土器編年の上で貴軍な存在となった。この時点で遺跡

は幸殿遺跡から現在の町名でもある上六万寺遺跡と呼ばれた。遺跡の内容は発掘調査がほとん

ど行なわれていないため明らかではない。

今回、 調査を実施した地点は上六万寺町1412番地ー 1で、昭和48年の調査地点の南東150m

の所である。この調査地は、すぐ南側に明川谷を形成した鳴川（長門川）が流れており、地形

上から考えれば遺跡の南限部分にあたるものと思われる。

l
 

：
 

第8図 上六万寺遺跡調査対象地位匿図
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上六万寺遺跡の澗査
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第9図澗査地点位償図

2. 層位

介回の調在地は、すでに工場が建っていたところであり機械を批えるためのコンクリートが

深くまで打ち込まれていたこと、仕物の鮒休に伴って出た廃材の一部を埋めて処理していたこ

ともあって、部分的にかなり深い所まで破壊あるいは撹乱されていた。（第10図）

脹木的な屈） j•；は、． 1：から窮 1 /1iH1怜ー1;、1:/i2 /呂耕十．（暗紋灰色砂腐・・I・.10G3/l)、：fl3屈根色砂

質 I・.OOYR4/'1)、勺34 kりにぶしヽ 貨罰色，砂'tT+.ClOYR4/3)、fl35屈黄褐色中粒砂 (2.5Y5/4)、

第 6陪黒恨色砂別'-L(10YR3/2)、笥 7!Fi．煎色J-.(2. 5GY2/1)、布8/1]11音オリープ灰砂礫 (5GY

4/ 1)、窮 9 屈暗赤褐色 •I: (2. 5YR3/2）、常10)凶褐色小礫況り：I:C7.5YR4/4) となる。各圏は

若千ではあるが東から西へ、北から南へと傾斜している。遺構のベース血（弟 9陪直上）にお

l・ てヽは、 トレンチの北東端と南西端で約50cmの比麻匁が認められた。

第1/fり 盛士、昭和30年代に入り工場建設に伴って行なわれたものである。

第2脳 11・1表 l:、昭和30年代まで）KInであった。

り33lt1 肝．さ 5~30cmで繭近J也令域に認められろ。

第4/1'21 第 6庖を切り込んだ溝0)j・阻土である。瓦附・須恵附.-1:(：而僻・弥生士骰^ 、秤の破片が

出土しており、中世に整地あるいは埋められたものであろ。訊恥壺地の西端近くでの

- 15 _ 



上六万寺遺跡の調査

CW区 NW区

西壁層位図

SE区
L 

7
 

7
 

I ~印＇＇l
O.P 1盛 土 6，黒褐色砂質土

—ao.5m2 耕 土 7．黒色土
3，褐色砂質土 8，暗オリープ灰砂礫
4，にぷい黄褐色砂質土 9，暗赤褐色土

5賀褐色中粒砂 10，謁色小礫混り土
．．．．．．．．←．．.．......'● 

南壁層位図

第10図西壁・南壁のJ図位

’ 

み認められた。

第5ll'li 第4屈と同じ泄内の堆桔土である。造物は全く含んでいない。

第6脳 奈良時代の追物包含眉。弥生後期の追物も多く含んでいる。

第7脳 弥生後期の遺物包含居。形さ40~50c.:mで全域にわたって認められた。

策8屑 調査地北側にのみ部分的に認められる。無逍物。

第9屈 追構のベース而となっていたものであるが、逍構の残りが悪くたぶんこの彫の上面

が削平されたためと思われる。調査地南側では現代において下屈まで破壊されてい

るため遺構等の検出はできなかった。

3. 遺構

第6厖黒褐色砂賀土上而で溝を、第 9屈暗赤褐色土上而で弥生後期の住居跡を検出した。

溝のベース面の水準o.p 30.4m位で、溝は北から南にゆるやかに傾斜している。溝の深さは

北側で19cm、中程で18cm、南側で17cmあり旧地形に沿った形である。肩は直線的で人為的に掘

られたものではあるが性格は不明であろ。溝の幅は不明であるが検出幅は最大2.7mである。

溝内からは弥生土堺・土師器・須恵器・瓦器片が出土した。瓦器は大和型と呼ばれる椀で、ロ

縁端部に沈線を一条めぐらし、暗文も釧くて緻密である。出土逍物から中ltt（平安末～鎌倉初

碩）に掘削され埋められたものと思われる。

住居跡は、細班地の中央部で検出した。推定規模5.5mX4.2m、面積23rdの長方形を呈す

る。深さは 4~10cmをはかり、中央部から北東寄りに南東から北西に走る幅16~20cm、深さ 5
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上六万寺遺跡の涸査
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上六万寺遺跡の謡査

cm、断面-)じの小溝を検出した。床面には 6カ所のヒ°'ノトを検出した。このうち主柱穴と考え

られるものは 411&1でその人きさ・深さはそれぞ才し39:< 32cm、37cm、32 :< 34cm、29cm、34X30 

cm、46cnl、20>: 24cm、30cmである。炉跡と息われるも(})は中央部の北西奇りで、長径80cm、短

径64cmの楕円］じ、深さ18cm、炭化物を多く含んだ黒色謁粘質土がJit禎している。明確な焼土1hi

は検出されなかった。住居跡内からは弥生後期後菜に比定される糸III頻壷 (8)、甕・ i',':j杯 (22)

が出土したが造物は非常に少ない。

4. 出土遺物

今回の闊壺で出土した追物は、弥生土悶・土師匹・須應盟・瓦沿などである。特に弥生土監

は第 7屈黒色上から多伍に出土し、弥生後JUJU)毀料として重災である。以下、悩種ごとに，；且辿

する。

広口壷A (1) 

球形に近い船休に、短かく直立したのち外に開く Iゴ頌部をつけ、口緑端部を下方に拡脹して

数条の擬凹線をめぐらし、竹竹文を押した円Jじ浮文をその上に111り付するのが代表的な装飾法で

ある。擬1リI線のかわりに櫛描0)波状文や直線文を施したものや、無又で竹竹抑圧文をもつもU)、

無文のものもみられる。）＜型のものが多い。

広仁liliB (2) 

ロ顕部がやや内傾しながら立ち上がり、口緑部が大きく屈由して開く。口緑端部は上下に肥

厚する。 口頸部1}、」外Ii]にヘラミガキ、 口縁瑞部にヨコナデを施している。色脳は汲或已（2.5

ミ ミ
0
1
 
5
 

第12図弥生土器実測図壷 1~9
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上六万寺遺跡の涸査
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第13図 弥生土器実測図 鉢10~19

Y8/4)。胎土には0.1mm大の長石、石英等を多く含む。搬入品。

広口壷C (3) 

体部から頸部をへて外反して開く口緑部までなだらかに移行する。 口縁端部はやや肥厚す

る。端面には竹管押圧文をもつ。

;Ji.D (4 ・ 5) 

u緑部が強く外反するもので無文である。体部と頸部との間に明瞭なくびれをもつ。口縁端
部が下方にやや拡張するもの (5)、そのまま角脹って終わるもの (4)がある。

壷E (6 ・ 7) 

やや外傾気味に直立する頸部に外反する口縁部をもつ。 6は内外面ともハケメによって調整

したのち、縦方向0)ヘラミガキを施している。 7は内外面ともハケメにより調整するu

細頸ill!. (8) 

紬球形の器休に、上部で少し開いた細い円灼形の口頸部をつけたもの。全体をきれいにヘラ

ミガキした入念なつくりである。小さくてやや上げ底ぎみの底部をもつ。

長頸疵 (9) 

球形の器体に ii;•J形の LJ 頸部をとりつけた形である。器体外面に縦方阻」のヘラミガキ、内面は

ハケメ調整で部分的に横ブ~·1µ」にヘラケズリを施す。

鉢A (16 ・ 17) 

小型の直口鉢である。 160)口縁はつまみ上げ気味にヨコナデするため端部は尖っている。外

面はナデ、内面はハケメ 0)のちナデによって仕上げている。 17は内外面とも粗いヘラミガキを

- 19 -



上六万寺遺跡の渦査
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第14図 弥生上悩実測図 i：ぶ杯20~31

施す。底部は両者ともやや上げ底である。

鉢B (10~13) 

口緑部がわずかに「く」の字状に外折したものである。やや人型の10・ 11、中盟0)12・ 13が

ある。 10の口緑端部はつまみ上げ気味にヨコナデを施し擬凹線を施す。 12は、外）月の半分に右

下がりのククキメ (2.5条／cm)残りの部分は未湖賂で粘土の継ぎ目を残す。 13はククキメ (3

条／cm)をもつもので、頭部の内面には稜を形成する。内面はハケメを施したのち丁寧にナデ

消す。

鉢C (14 ・ 15) 

口緑部は外折するが途中で上方に角度を変えて立ち上がるものである。端部は丸く終わるも

の (14)と血をもつもの (15)とがある。 140)｛本部は内外血ともハケメののちヘラミガキ 15 

は内直iがハケメののちヘラミガキ、外面はヘラミガキ、口縁部はハケメ、ヘラミガキ0)のちヨ

コナデにより，淵整する。

有孔鉢 (18 ・ 19) 

鉢の底1JJ.iに孔をあけたものである。 18・ 19とも直口の鉢で1)i|fIiから外1liiへ穿孔している。 18

は外lhiククキのあと丁寧にナデ泊している。 19は左下がりのククキメ (3条／cln)、I)、jihiはハ

ケメののちナデにより訊甜艇する。

謁杯A (20 ・ 21) 

曲折してたつIコ緑部をもつ杯部を、枷ひるがりのi紺い脚台にのせた砂杯である。 20は大きく

外反し口縁部高と杯体部高とがほぼ等しいが、 21はさらに大きく外反するため杯部は浅くなっ

ている。 20の内面はハケメののちヘラミガキ、外面はタテヘラミガキである。

-20 -



上六万寺遺跡の調査
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第15図 弥生土器実測図 甕用蓋・器台・手焙形土器

高杯B

鉢C・甕Bと同じ口縁部で口縁部全体を1付弯させ受部を形成するもU)である。口縁部外面に

は擬凹線を3~4条施す。脚は円錐状になった棒に粘土をなきつけて成形している。 1)れいにし

ぼりめが残る。

高杯脹1部A (25) 

直立する脚柱部に屈曲して裾部がつく。円柱状の松のまわりに粘土をはりつけ成形したのち

棒を回転させながら抜いたものである。外山はククキメ 0)のちヘラナデ、ヘラミガキ、内面は

ハケメにより調整する。

高杯脚部B (26 ・ 27) 

中空0)脚柱部とゆるやかに拡がる裾部をもつ。脚部から杯部にかけて辿続的に成形を行ない

円盤状の粘土を埋め込むことによって杯底部を形成させる（円盤充収法）も 0)である。外直iは

ハケメののちヘラミガキ、内面はハケメにより調j整する。

高杯脚部C (28) 

細い脚柱部に 6本からなる櫛描き沈線文をつける。

高杯脚部D (29) 

円柱状の中尖0)脚部から屈曲する裾部をもつ。内外面ともハケメにより謡整する。

高杯脚部E (30) 

ごく短い刷立部分と屈折して閉く小形0)脚部である。内llliはハケメのあとヨコナデにより漏

整する。接合痕がllり1部中位に認められる。

高杯脚部F (31) 

貼付け凸沿により 2段にわけられた裾部をもつ。中火の柱状部をもつものと思われる。高杯

U)脚部としたが器台の口緑部となる可能性もある。

甕用盗 (32) 

直径12.8cm、蒻さ4.5cmの笠形の土船である。天井部())つまみは鉢にみられるような上げ底
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上六万寺遺跡の調査

・̂
 

．： を逆転した形であり、外面には指圧痕がみられる。内面はハケメによる涸整であるが外面は摩

耗が著しく不明である。他にも同タイプで直径7.6cm、高さ3.1cm、内面ヘラミガキ、外面ヘラ

ミガキののちナデによる調整を施したものがある。

器台 (33) 

上下に大きく開き、中央部のせまい鼓胴形を呈する中空の土器である。裾部から口縁部に至

るまでなだらかなカープをえがき、内外面とも粗いハケメによる調整である。器体の円孔は焼

成前に外面から内面に向って4孔あけている。

手焙形土器 (34~36) 

34は受口状の口縁部を有する腹部の張った鉢形の器体に半ドーム状の覆いをかぷせた土器

で、内外血ともハケメを施す。受口状の日縁端にはヘラ先による刻み目を施す。覆いは 1側に

向って大きく Iコを開き、開口部はやや傾斜する。 35は1l及部に凸闊をめぐらしたもので1付面にハ

ケメを施す。 36は1似部())短かいもので、 ドーム外面はヘラミガキ0)のちナデ、内面はユビナデ

による謁整である。

甕A (37~44、48~55)

丈高の器体に「く」の字状に外反する口縁部をもつ。最大腹径が体部上半にあるもの (37~

39 ・ 41 ・ 43)、ほぽ中位にあるもの (44)、イ本部径が口緑部径を凌駕するもの (37~43)、体部

径と仁1緑部径がほぼ等しいもの (44・ 50)がある。ククキメは右上がりで分割成形にともなう

主柚の方[h」が異なるもの (38・ 39 ・ 41 ・ 43)、連続ラセンククキ法を行なうもの (37・ 42) が

ある。 タタキメ 0)粗さは 1cmあたり 2条が37・ 44、2.5条が41・ 42、 3条が38・ 43、 4条が

39 ・ 40である。口縁部の形態には以下のようなものがある。（a)口縁端部を1hil収りすることに

より角眼っているもの（37~39)、（b)下方にやや拡張するもの (40)、（C)端部に擬凹線を施

-． 
． 

. i 

すもの (41・ 42 ・ 50 ・ 54 ・ 55) 

甕B (45・16・56・57) 

口頸部は外反するが途中で角度をかえて内弯しながら立ち上がる口緑（いわゆる受口状□
縁）をもつも())。口縁端部が丸みをおびるもの (45)、画をもち角版るも())(46)がある。 45

のクタキメは休部下半が右上がり、上半が水平、右下がり、内面はハケメ())のちナデによる調

整である。 46は比枚的細かい（3.5条／cm)右上がりのクタキメ())上に部分的に右下がりのク

タキメを施し、のち体部下半をハケメにより調整する。

甕C (47) 

体部上半からゆるやかなカープをもって外反する口緑部を有する。外血はやや右上がりのタ

タキメ (2条／cm)、内面はハケメ())のちナデにより調整する。

底部

底部は全部で105点出土した。形態により 6つに分類できる。

底部A (58~60) 
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上六万寺遺跡の詢査
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第17図 弥生土器丈測図底部58~72

平底で器壁が原く「く」の字状に屈曲してたち上がるもの。 58・ 59は外面ハケメののちヘラ

ミガキ、 1付血はくも())巣状のハケメののちナデ、 60は外面にククキメを施したのちハケメによ

り謁整する。

底部B (61~63) 

「く」の字状に屈曲してたち上がりやや上げ底を呈するもの。外面の謁堅は61がヘラミガキ

62がタタキメ、 63がハケメである。内Ihiはいずれもくもの巣状のハケメである。

底部C (64) 

底部は厚くやや上げ底を呈するが、屈曲せずにすぐ外傾するものである。外血はハケメ 0)0)

ち丁寧なナデで仕上げている。

底部D (65~67) 

底部中央がくぼんだいわゆるドーナッツ底で屈曲せずに外拍してたち上がるもの。

底部E (68~70) 

邸台状の底部をもつもので外面に指峨圧痕が残る。

底部F (71 ・ 72) 

且l出i状にくほむ底部をもつものである。 72は、圧艇が銭り底面をヘラ状のエ具で削っている。

歴史時代の遺物

土師器の杯盗．杯・椀・甕・羽釜、須悲渇砂）杯・壷・椀、瓦器椀等がある。

杯蓋 (73) 

上血が平らで低いつまみのつく頂部からまる＜緑部にいたるもので端部は丸くおさめる。内

外面はヨコにナデたのち上画はつまみを中心に 4良にわけてヘラミガキを施し、ついで秘部を

ョコ方Ifリに全），し」を 6度に分けてヘラミガキする。高台のつく杯0)蓋である。

杯 (74~76)

叫北部のやや開いた汲い土齢である。底部外面をヘラで削って仕上げたもので、底部内血と

口縁部外面はヨコナデによる調整である。 74は1村血に斜放射状暗文、底面にラセン状暗文をも

つ。 75は直線的に外傾し端部は内側になき込まず丸くおわる。

-24 _ 
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杭 (77)

小さな平底とわずかに内弯しながら開く口緑部からなるやや深い揺形である。内外而をヨコ

ナデしたあと、外i1iiに背海波状暗文、内面に2段の放射状暗文を施す。

甕 (78~80)

短く外反する口緑部に丸い体部を有するものである。口綬部はヨコナデ渦格を施すが体部は

未調l(,（で指碩庄痕を多く残す。 80は外面iクテハケ、内函は上半がヨコハケ、下半がヘラケズリ

ののちナデを施す。

羽釜 (81)

長手の胴部に外反する「l録部がつき、胴外面のハケメを施したのち口緑部との境にクりをつけ

たものである。

須恵器杯 (82) 

やや内弯しながら立ち上がる杯部をもつもので端部は丸くおさめる。高台はやや外に向く。

5. まとめ

造楢でけ、 中iltの滞、弥生時代後期の竪穴住居跡を検出した。住屏跡は、推定規模5.5mX 

4.2m、 而杖23面の長方形フ゜ランである。床而には 6カ所の柱穴を検II'1し、住居跡中央の北西

寄りに炉跡があろ。球而下には周溝は存在しなかった。住居跡の年代は、出土迪物の年代観か

ら弥生時代後期後葉に比定できろ。

東大阪市内で検出された弥生時代の感穴住居跡は今回のものを含め 8例でそのうち後期のも

のは 5例である。・住居跡の平面プランや規校は、岩沌山追跡R第 1号住居跡が円形で匝径約 5

m、面釈にしておよそ15.7rrr、同第2号住居跡は問丸方形状で一辺 5m、鬼塚遺跡のは長方形

で6.2mX4.6m、面積28対、皿池遺跡Rはやや不整形な長方形て5.5mX4.5m、面積25m'であ
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ろ。家臣構造は、岩施山追跡第 1号住居跡が柱穴の掘方などから中心方向に対して傾いた恰好

で柱を_，'［てていたのではないかと推定されている。 rnl池迅跡では主柱と考えられるものが 6個
こーで
l、4隅の柱が桁を支え「1―l央の 2個が直接棟木を支えていたと推定され、住居内も溝によって

[X..jilijされている状態であった。鬼塚逍跡では住居が火災に遭っており、竪穴内に追存している

炭化材の利莉、状態などから板l'f斥根であったものと思われろ。」：．展の構造は保存のために床

而まで掘らなかったため明確ではない。各住居跡の年代は、 出土追物の年代1(I↓からが；・滝,,,遺跡

が後期前究、）1，1.J・ 辰ヽ逍跡が後期「|llば、皿池追跡が後期中額～後姻となる。今みてきたように住居

跡の平而プランは、前郎から後業にかけて円形・隅丸力形•長方形へと変化してゆく。住居跡

の構造については資料の不足や追作状態の悪いこともあ....,て明（面ではないが、既i(ii下の周溝に

ついては仝くめぐらないのが今阿を含めて 3例あり、残る 2例についても一部にだけしかめぐ

っておらず、 これが中河内のI_l・：駒山西麓にあろil:m跡(j)'1!i徴となろのであろうか。現在のとこ

ろ住居跡の発Jli1l例があまりないため 1iji言できなしヽが今後の責料の」~/}JI]をまって、 1i釘容の構成・

機能・性格、 さらには住業の閻閣などの細かしヽ検，；寸を加えてゆかねばならない。

次に出--l_-．逍物であろ。 II『に多贔に出土したのは弥4:．後期の＿―l滉ドである。甕は、最大腹径が体

部上半にあるものが多く、ククキメの主軸が成形fl―りの接合痕と対応しながら変化する分割成形

技法ii)を行なうもの、逆円錐台部分の成形第 1段階をおえたあとタクキメの1が1ihの方向を変え

ずに連続的に施す辿続ラセンクタキ手法在用いるもの、「く」 の字形に外反する口籍部の途中

から角度を変えて立ち上がる、いわゆる受11状口緑と呼称されるものなどがある。連続ラセン

タタキ手法を用いる甕は、北見池追跡下岡式に見られるような休部の球形化やそれに伴なう最

大腹径の下廂化は見られないし、 ククキメ手法l]休も技術的に稚拙であろ。受口状口緑をもつ

甕は、 瑞部を少しつまみ上げ外面に擬I川線を施したものまで合めると、 甕□緑部の破片総数
214個体中の113個休 (52.8%）も占めている。

壷では、古いおf；相を示す）よI―□1壷Aが残るがわずかであり、壷Eや細頭壷など新しい様相を示

すものか多い。有孔鉢では甕0)成形第 1段階の逆円錐台部分をュビナデするだけ（擬口緑）の

ものが多い。高杯では、杯「l緑部の外反度が大きく、長大化の條向がみられ杯部が浅いものと

なっている。脚部についても中実脚や貼付け凸間により 2段に分けられた裾部をもつ脚が現わ

れる。以上のことから、今回出土の土？ドは、鬼塚遺跡D地．rば、同E-1・ 2地区、西ノ辻遺跡

E地点より若干新しく、北恥池遺跡下附滋料、船栢逍跡第 9トレンチ資料より古く位 1'筏づけら

れる。しかし、北烏池追跡下恥滋料との間にはまだ隔たりがあるように思われる。（勝田邦夫）

注 ①

②

③

④

⑦

⑥

 

東大阪市教育委員会「束大阪市におけるJ限蔵文化財包蔵地の現状l」1972.1同r文化財要覧TI』1973
福永信雄「上六万寺追跡」 「東大阪市遺跡保護謁査会年1-1lI」1975
膵井「有正．荻田昭次・北野保「岩滝山」東大阪市教育委員会 1971 
芋木I；名裕「鬼塚遺跡IT.若江遺跡」東大阪市教育委員会 1979.3 
芋木l｛名裕「瓜生常上層逍跡・皿池遺跡」束大阪市遺跡保護調査会 1979.3 
都出比呂志「古墳出現前夜の染団関係」 「；ど古学研究」第20迭第4号 1974.3 
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第4章山畑 66号墳の調壺

1． はじめに
山畑古墳群は、東大阪市上四条町に所在する古墳時代後期の群集墳である。その数は完存す

るもの18某、石室の一部を残すもの18基をかぞえるが、往時には100膝近くあったとみられる。

山畑古墳群は、生駒西麓に存在する多くの後期群U叫月のなかでも発棚瀾森の行なわれた古墳

が比較的多く、石室内の埋葬施設がある矛＇ i!度判明している。その特微としては、埋非施設に組

介式石棺と木棺が共に用いられ、ほとんどすべての古墳で追葬の状況が忍められること、副非

品に馬具類が多く認められることなどがあげられる。古墳群の形成は、副葬品とりわけ須恵器

の年代餞からみて 61tt紀中葉に始まり、 7|It紀初頭には築造を倅止して追葬のみとなり、 711t 

紀中策には完全に機能を停止する。石室の平面形態には、両袖式、片袖式、無袖式に分かれる

が、このうち無柚式の例には大型のものを合んでいて、副非品の年代からは畿内の一般的な無

袖式石室の築澁にやや先行する 6|.lt紀後半に築造時期をおくことができる。

山畑古墳群が分布する山麓一幣は、近1It以後に棚田が形成され、栢高90m付近まで及んでい

る。そのため墳丘が削り取られて石室の下半部のみを残す古墳も少なくはない。これまでに発

掘謁査が行なわれた古墳の多くもこうした状態にあったが、幸いにも石室床而は破壊を免れて

いたものが多い。介回涸査を実施した古墳は、すでに墳丘および石室の大部分を削平されてい

たものの、玄室の一部が棚田の下に遺存していたために、土地所有者の土取り作業によって露

呈し、古墳の確認されたものである。この古墳を山畑66号墳と呼称する。山畑66号墳は、東に

19号墳と接し、 24・ 25 ・ 26号墳などに近い襟高90mを測る位閥にある。

調森の概要を記すにあたり、ご協力を賜わった土地所有者出口弘氏に深い湖意を表したい。
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第19図 山畑古墳群分布図(1/5000) 第20図周辺測量図(1/900)
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山畑 66号墳の調査

2. 調査の概要

経過 昭和55年4月、東大阪市立郷土1専物餡へ通じる道路より南へ30m和入った空地で、

郷土附物館職員が柚穴式石室らしい石組みが露呈しているのを確認した。当時、石室の柚断面

が削られた船而に現われていたが、石室の逍存がどれほどであるか判断できなかった。そのた

め文化財課は土地所有者に土取り作業の中止を要話するとともに、石室の遺存状況を確認する

ための発掘調究を行なうこととした。

発掘調孔tは、まず石組み平而の広がりを調べたところ、石室は玄室の奥罹寄り約 3mを残す

のみであることが明らかとなった。そして 8月1R~13日にかけて石室内部の発掘を実施した

結果、少範囲ながら床而の敷石が存在することや、原位限を保つと思われる土器、鉄釘を検出

した。調査終了後、石室は埋め戻し、土地所有者の協力を得て現状にて保存されている。

石室 石室は、玄室奥半部の2段目までの石組みを残す奥暗、側咬から成る。奥競での玄

室幅1.4mの比校的小型の横穴式石室である。側臆は、奥競に向って右側3.5m、 左側2.5mを

残し、この状況から石室の袖の有無は1析定できないが、石室幅や小型の右を用いることなどか

ら無袖式かそれに近いわずかな袖をもつだけの有袖式かと思われる。（第21図）

石室床面は敷石施設を有する。敷石は20~30cmの刊然石を中心とし、部分的に無いところを

みるが本来は玄室相当床面のほぼ全面に敷設されていたとみられる。敷石上の遺物としては、

土師器柑1個体、須恵器蓋2個体、鉄釘10数本が検出された。このうち奥照近くの土師器堪、

須恵器蒸はほぼ完形に復原できるもので、敷石上に置かれた状態から動いていない。鉄釘は、

敷石に接する中央から淡道近くのものと、敷石より浮く奥照沿いのものとに分かれる。このよ

うな辿物の出土状況から、玄室内には右奥部に副葬品が樅かれ、左側岐に沿って鉄釘接合木棺

が潰かれていたと考えられる。敷石上の推定木棺の位置には骨片も認められている。

石室構築方法の調査では、地山である黄褐色礫混り粘土脳に幅約 3mの―h匂廣が検出された。

硲壊は東から西へ下降する傾斜地に穿たれたことから、東で深く（約 1m)、西で浅く（約0.5

m)掘って演底を水平にしている。また、地山上には、弥生土器を含むプロック層を含むこと

から、古墳築造前に山畑弥生遺跡の遺物包合層が存在したとみられる。

出土遺物 追物の出土局は、前記のようにあまり多くはない。特に副葬品としての須恵器

が蓋2個体しかないことは、埋葬時の副非品の構成がすでに失なわれていることをあらわして

いる。各個体の観察結果は以下のとおりである。（第22図）

土師器坦1 砂粒を含まない粘良な胎土。明橙色を呈し、体部下半に 6X 5 cmの黒斑を有す

る。肩部に最大径をもつ球形の休部に、わずかに外折する口縁部が付く。体部外面には成形時

の指頭圧痕を顕蒋に残している。内而は全体をナデ調整により平滑である。口縁部はヨコナデ

を丁寧に行ない、蟷部は外面に若干肥豚しておわる。口径9.6cm、器高7.5cmをはかる。

須恵器蓋2 • 3 いずれも天井部中央に宝珠つまみが付く蓋で、内面にかえりを有する。こ

れらとセットになる杯は検出されなかった。
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2m 

第21図 山畑66号墳石室実測図(1/40)

鉄釘4~13 全長が明らかなものはないが、 10cm前後の鉄釘である。頭部を残すものは、鍛

造によってL字形に作り出している。これらが組合式木棺に使用されていたことは、部分的に

木質部の付着が認められる例から明らかである。釘と直交する木目は頭部に近い上半に付着

し、釘と平行する木目は下半に付着している。

以上の他に、玄室内より人骨とは確認されてないが、 5X 30cm程の範囲で骨片が分布するの

が検出されている。

3． まとめ
山畑66号墳は、古く棚出の形成時に墳丘はもとより石室も大部分を破壊され、基底部と 2段

- 29 -



山畑 66号墳の調査

目の石組みを一部残すのみである。その存在はこれまでに全く知られておらず、新しく山畑66

号墳として群に追加する。

調査の結果、石室の遺存状態は良くないが、玄室奥半部の床面についてはかなり残存してい

ることが判明した。床面には敷石があって、土師器堵と須恵器蓋0)2個が敷石上に置かれ、鉄

釘10数本も出土した。これらより木棺の存在が知られる。山畑古墳群において木棺は石棺と併

せて用いられる例が多く、木棺のみの埋葬は玄室の幅 1.4m以下の小型の石室に用いられる楊

合が多い。本例は、石室内に石棺材片のみられない木棺による複数埋葬から成る可能性を有し、

土器型式や石室形態から 7世紀初頭頃の築造と考えられる。山畑古墳群内では終末に近い防期

の築造とみられ、墳丘が存在した頃には鋸を接するように並んでいた19号墳とは密接な1見係を

有すると推定される。 （芋本隆裕）
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